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知 思 態 時数単元の具体的な指導目標

【知識及び技能】
 木造・測量・造形とそれぞれで使用する道具について理解を深
める。それに合わせて使い方を学び、基本的な作業の中で実際に
工具を使っていく。
【思考力、判断力、表現力等】
　基礎的な工具の使い方、作り方の手順を理解する。その上で、
作業の段取りや組み立て方の手順を早く進められるようにしてい
く。
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら進んで作業を行おうとする気持ちを育て、困っている仲間
を助けるなど、共助の気持ちを育てる。
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令和7年度　年間授業計画　

教科・科目 工業　工業技術基礎 単位数

対象学年・組 1学年建築科 教科担任

指導項目・内容

・木造
　墨付けの方法、差金(さしがね、)鋸(のこぎり)、鑿(の
み)の使い方
・造形
　着彩の基礎、木造平屋建て建築模型の作製
・測量
　オートレベルを使用した、班単位の水準測量

評価規準

【知識・技能】
　工具・機材を正しく使用することができる。
【思考・判断・表現】
　正しい手順で作品をつくることができる。自ら
考え、作業を進めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　状況を判断し、何をすべきかを考えながら作業
を進めることができる。余裕があれば仲間を手伝
いを積極的にすることができる。

科目

工業の各分野について体系的・系統的に
理解すると共に、関連する技術を身に付

けるようにする。

【知識及び技能】

【思考力、判断力、表現力】

工業技術に関する課題を発見し、工業
に携わる者として科学的な根拠に基づ
き工業技術の進展に対応し解決する力
を養う。

田無工科高等学校
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AA：大内・清水・田村　BB：大内・木崎・成田

工業技術基礎

建築実習１・２
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工業

工業技術基礎

工業技術について工業のもつ社会的な意
義や役割と人と技術との関わりを踏まえ
て理解するとともに、関連する技術を身に
付けるようにする。

【知識及び技能】

教科書
・

副教材

教科

工業技術に関する広い視野をも
つことを目指して自ら学び、工
業の発展に主体的かつ教働的に
取り組む態度を養う。

職業人として必要な豊かな人間性を育
み、より良い社会の構築を目指して自ら
学び、工業の発展に主体的かつ協動的に
取り組む態度を養う。

【思考力、判断力、表現力  】

工業に関する課題を発見し、職業人に
求められる倫理観を踏まえ合理的かつ

創造的に解決する力を養う。
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【思考力、判断力、表現力等】
　基礎的な工具の使い方、作り方の手順を理解する。その上で、
作業の段取りや組み立て方の手順を早く進められるようにしてい
く。
【学びに向かう力、人間性等】
　自ら進んで作業を行おうとする気持ちを育て、困っている生徒
を助けるなど、共助の気持ちをそだてる。

・木造
　墨付けの方法、差金(さしがね、)鋸(のこ
ぎり)、鑿(のみ)の使い方
・造形
　着彩の基礎、木造平屋建て建築模型の作製
・測量
　オートレベルを使用した、班単位の水準測
量
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いを積極的にすることができる。
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【知識及び技能】
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A 単元
【知識及び技能】
 木工・測量・造形とそれぞれで使用する道具について理解を深
める。それに合わせて使い方を学び、基本的な作業の中で実際に
工具を使っていく。
【思考力、判断力、表現力等】
基礎的な工具の使い方、作り方の手順を理解する。その上で、作
業の段取りや組み立て方の手順を早く進められるようにしてい
く。
【学びに向かう力、人間性等】

・木造
　墨付けの方法、差金(さしがね、)鋸(のこぎり)、鑿(の
み)の使い方
・造形
　着彩の基礎、木造平屋建て建築模型の作製
・測量
　オートレベルを使用した、班単位の水準測量
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　工具・機材を正しく使用することができる。
【思考・判断・表現】
　正しい手順で作品をつくることができる。自ら
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【知識及び技能】
　木造・測量・造形それぞれ、1学期に学んだ基礎的な作業元
に、応用した作品を個人・班単位で実践することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　工具・機材の使用法を理解した上で、応用した質の高い作品を
制作することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　個人作業や班単位での共同作業を通し、自己にせ金を持ち、助
け合いながら作業を進めることができる。

・木造
　木造建築をモチーフとした本格的なベンチ(縁台)の製作
・造形
　木造住宅の「軸組(骨組み)模型」の製作
・測量
　セオドライトを活用し、班単位で主に角度を計測する建
築測量
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(縁台)の製作
・造形
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を計測する建築測量
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【思考・判断・表現】
　正しい手順で作品をつくることができる。自ら
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【主体的に学習に取り組む態度】
　状況を判断し、何をすべきかを考えながら作業
を進めることができる。余裕があれば仲間を手伝
いを積極的にすることができる。
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【知識・技能】
　工具・機材を正しく使用することができる。
【思考・判断・表現】
　正しい手順で作品をつくることができる。自ら
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【知識及び技能】
　木造・測量・造形それぞれ、1学期に学んだ基礎的な作業元
に、応用した作品を個人・班単位で実践することができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　工具・機材の使用法を理解した上で、応用した質の高い作品を
制作することができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　個人作業や班単位での共同作業を通し、自己にせ金を持ち、助
け合いながら作業を進めることができる。
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・造形
　木造住宅の「軸組(骨組み)模型」の製作
・測量
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合計


